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No. ①  患者参加型医療として透析を考える 

―SDMと ACP
No. ② 人工知能を活用した透析医療の最適化

No. 3  透析治療システムの生体適合性―基礎
的知見から患者報告アウトカムまで

No. 4 透析技術の最前線
（既刊は○）

編　集　後　記

　人工知能（AI）の研究自体は半世紀以上の
歴史をもち，さまざまな機械学習の手法が応
用されてきた．深層学習が実用化された，と
くにこの 10年では飛躍的な進歩がみられる．
なかでも ChatGPTが公開された 2022年 11
月 30日は，従来のような専門家だけでなく，
AIが多くの人に利用される時代へと転換し
た象徴的な日といえる．その後，従来の機械
学習・画像認識のみならず，医療を含む多様
な分野で AIが広く活用される，いわば「AI
の民主化」が急速に進行している．一方で，
社会は高齢化と人口減少という大きな課題に
直面しており，医療現場ではタスクシフト・
タスクシェアの重要性が指摘されてきた．し
かし，その担い手となる医療スタッフ自体の
減少も，今後避けることはできない．
　このような状況のなかで，どの業務を AI

に委ねることができるのか，そしてわれわれ
人間の医療者が担うべき役割とは何かが，改
めて問われている．医療はあくまで，人を対
象とする営みであり，最終的に「人を診る」
のは人である．AIが社会に広く浸透すれば
するほど，人にとって何が重要なのか，患者
中心の医療の本質が求められてくるものと考
える．
　本特集では，こうした現状を踏まえ，透析・
医療の領域で，AIを活用するうえで，現時
点で明らかになっている知見と，なお残され
ている課題について，各分野の専門家の先生
方に整理していただいた．本特集が，現時点
における AIの可能性と限界を考える一助と
なれば幸いである．
 （花房規男）
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